
　　令和元年度多面的機能支払交付金の実施計画について

　　１　取組市町村数及び活動組織数

○　函館市で新たに活動が開始され、取組市町村数は151となる。

○　活動組織数は、渡島地域で1組織が新たに活動を開始、空知、石狩、後志、オ
　ホーツク地域で広域化や組織の合併により21組織が減少したほか、役員等のなり、
　手不足や事務処理の負担感から、空知、後志、胆振、渡島、十勝地域で15組織が
　活動を終了したため、組織数は765となる。

○　交付金別では、資源向上（長寿命化）は、５ヶ年の計画期間終了等により減
　少している。

　　２　市町村の実施計画

全道の農用地面積　1,145,000ha
交付対象面積 767,921ha
面積カバー率 67.1％
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面積カバー率50％以上
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新規 完了 合併

空知 22 187 187 183 5 22 150 150 146 4 △ 37 △ 1 △ 36

石狩 7 41 41 41 7 40 40 40 △ 1 △ 1

後志 11 63 63 63 11 51 51 51 △ 12 △ 3 △ 9

胆振 9 36 36 34 9 34 34 32 △ 2 △ 2

日高 5 9 9 8 5 9 9 8

渡島 8 40 40 37 9 40 40 37 1 1 △ 1

檜山 6 36 36 19 1 6 36 36 21 1

上川 21 133 133 130 13 21 127 127 125 8 △ 6 △ 6

留萌 8 40 40 36 8 40 40 36

宗谷 7 11 11 3 7 11 11 3

ｵﾎｰﾂｸ 17 42 42 41 17 41 41 40 △ 1 △ 1

十勝 16 180 180 179 16 170 170 169 △ 10 △ 8 △ 2

釧路 8 8 8 6 8 8 8 6

根室 5 8 8 7 5 8 8 7

計 150 834 834 787 19 151 765 765 721 13 1 △ 69 1 △ 15 △ 55

（令和元年６月３０日現在）
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　　３　交付対象農用地面積

○　対象農用地面積は767,921haで、平成30年度から2,739haの減少となる。

○　新規及び地域拡大により、水田では、空知、上川地域等、畑では、空知、石狩、
　後志地域等で増加となる一方、活動終了等により、水田では後志、畑では胆振、
　オホーツク、十勝地域等、草地では、上川、オホーツク、十勝地域等で減少と
　なる。

　　４　交付金額

○　交付金額は、加算分を除くと11,412百万円と30年度から53百万円減少となるが、　
　加算分を含めると11,581百万円となり、116百万円増額となる。

○　農地維持については、独自単価を解消する市町村があったことから、全体の面積　
　は減少したものの交付金額は増額となる。

○　資源向上（共同）については、面積の減少及び75％単価の適用等により減少、資
　源向上（長寿命化）は、上川地域で５ヶ年の計画期間終了等により、28百万円減少
　する。
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※加算措置内訳

・多面的機能増進加算 32市町村（183組織） 163 百万円

・農村協働力深化加算  4市町村（5組織） 6 百万円

・広域化加算  2市町村（2組織） 0.1 百万円

田 畑 草地 田 畑 草地 田 畑 草地

空知 96,600 84,657 11,456 486 96,824 84,783 11,570 471 225 126 114 △ 16

石狩 27,824 20,584 6,549 691 27,992 20,588 6,806 598 168 4 257 △ 93

後志 17,303 6,437 10,087 778 17,362 6,258 10,297 807 59 △ 179 210 28

胆振 22,006 8,323 10,182 3,501 21,649 8,297 9,928 3,424 △ 357 △ 26 △ 254 △ 77

日高 2,898 541 220 2,137 2,898 541 220 2,137

渡島 9,159 4,239 2,256 2,663 9,152 4,253 2,251 2,648 △ 7 13 △ 5 △ 16

檜山 4,175 3,341 504 330 4,244 3,406 508 330 69 64 5

上川 98,148 42,258 44,795 11,094 98,418 42,822 44,657 10,939 270 564 △ 138 △ 155

留萌 19,060 4,997 2,080 11,983 19,061 4,998 2,080 11,983 2 2 0

宗谷 51,508 115 51,393 51,524 115 51,409 16 16

ｵﾎｰﾂｸ 140,833 1,495 100,233 39,105 140,323 1,495 100,014 38,813 △ 510 △ 0 △ 218 △ 291

十勝 139,854 16 111,305 28,532 137,139 16 109,651 27,472 △ 2,715 △ 1,655 △ 1,060

釧路 37,912 1,699 36,213 37,953 1,699 36,254 41 41

根室 103,382 3,466 99,916 103,382 3,466 99,916

計 770,660 176,890 304,947 288,824 767,921 177,458 303,264 287,200 △ 2,739 568 △ 1,684 △ 1,624

（ha以下四捨五入のため、合計と合致しない場合がある。）
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平成３０年度実績（Ａ） 令和元年度計画（Ｂ） 増減（Ｂ－Ａ）

（令和元年６月３０日現在）

共同 加算 長寿命化 共同 加算 長寿命化 共同 加算 長寿命化

空知 3,361 2,062 1,269 30 3,438 2,066 1,266 77 29 77 4 △ 3 77 △ 1

石狩 862 540 322 864 542 322 2 2

後志 368 250 118 366 248 116 2 △ 2 △ 2 △ 2 2

胆振 464 298 166 470 295 165 10 6 △ 3 △ 1 10

日高 28 17 11 28 17 11

渡島 211 123 88 207 119 83 5 △ 4 △ 4 △ 5 5

檜山 125 82 41 2 130 84 44 2 5 2 3

上川 2,278 1,434 784 60 2,303 1,446 786 38 33 25 12 2 38 △ 27

留萌 246 151 95 240 151 89 △ 6 △ 6

宗谷 94 68 26 88 68 20 △ 6 △ 6

ｵﾎｰﾂｸ 1,554 1,088 466 1,528 1,085 420 23 △ 26 △ 3 △ 46 23

十勝 1,495 1,080 415 1,561 1,133 417 11 66 53 2 11

釧路 105 64 41 102 64 37 1 △ 3 △ 4 1

根室 274 165 109 256 165 89 2 △ 18 △ 20 2

計 11,465 7,422 3,951 92 11,581 7,483 3,865 169 64 116 61 △ 86 169 △ 28
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令和元年度 普及・推進活動実施計画

１ 普及活動

（１）個別説明会

令和２年度以降に新規取組意向のある市町村等からの要請に基づき、本交付金で

実施が可能な取組の内容や注意点について説明会を開催。

○ 開 催 期 間 令和元年７月～令和２年３月

○ 参 集 範 囲 市町村、土地改良区、ＪＡ、農業者

○ 実施済市町村 仁木町、留寿都村、平取町、大樹町

（２）「農業農村体験フェスタｉｎ赤れんが」

道協議会のブースを設置して、来場者へ多面的機能支払制度をＰＲ。

○ 開 催 日 令和元年９月２８日

○ 会 場 道庁赤れんが庁舎前

○ 内 容 ・パネルによる本交付金の概要と取組事例の紹介

・子供を対象としたビーズによる「とんぼ」づくりでＰＲ

・パンフレット等の配布

○ 対 象 者 一般の方

（３）日本型直接支払パネル展

日本型直接支払パネル展を開催し、多面的機能支払制度をＰＲ。

○ 開 催 日 令和元年１１月

○ 会 場 道庁本庁舎１階 道民ホール

○ 内 容 ・ＰＲパネルやＤＶＤの上映による取組事例の紹介

・パンフレット等の配布

○ 対 象 者 一般の方

３



２ 推進活動

（１）現地意見交換会

活動組織から課題や疑問点を聞き取り、指導・助言を行うための意見交換会を開催。

○ 開催期間 平成３１年４月～令和２年３月

○ 参集範囲 市町村、土地改良区、ＪＡ、活動組織の役員等

※意見交換会・事務指導の実績（平成３１年４月～令和元年９月）

空知地域： ４活動組織

石狩地域：１９活動組織

後志地域：１０活動組織

渡島地域：２７活動組織

檜山地域： ７活動組織

上川地域：１８活動組織

十勝地域：１８活動組織

根室地域： １活動組織

（２）事務経理担当者等会議

実施要綱、要領及び道要綱基本方針の改正内容、本交付金で実施が可能な取組の

拡充内容のほか、事務の簡素化に向けた取組や事務支援システムの紹介などの説明

を活動組織等に行うため開催。

○ 開催期間 令和元年８月～令和元年９月

○ 開催場所 全１５市町で開催

○ 参集範囲 活動組織の役員等、土地改良区、ＪＡ、市町村の担当職員

○ 参加者数 約２，０００人

４



（３）「とんぼの未来・北の里づくり」事例研究会

多面的機能支払事業における効果的な活動事例などの情報収集を行い、各地域の

の状況に応じた更なる活動の充実・発展を図るために、事例内容について検討を行い、

発信等を行う。

令和元年度 行動計画予定

R1.8.8 事例研究会の開催 ・制度改正について

１ ・H29・30年度の活動総括

・今後の事例研究会の進め方について

・令和元年度事業計画について など

２ 未定 先進地視察研修 ・２泊３日行程（道内もしくは道外）

R1.12 事例研究会の開催 ・先進地視察研修報告

３ ・全道事例発表会の開催計画策定

・本会会員間で連携して実施

※我が組織自慢 MLの作成等 など

４ 未定 草地帯分科会の開催 ・ブロック別開催

５ R2.2 全道事例発表会 ・活動事例の発表、先進地視察研修の復命報告

・札幌の１会場開催

６ R2.3 事例研究会の開催 ・R1年度の行動計画の総括

・本研究会の活動成果総括

・（R2年度の行動計画案の策定）

◎道協議会主催事業として実施

未定 女性参画に向けた検討 ・開催地、時期などは今後検討する。

会等の開催

５
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令和元年度 北海道多面的機能支払制度検討会

今後のスケジュールについて

○ 令和元年度 第１回 ※本日

（１）開催時期

令和元年９月１８日（水）

○ 令和元年度 第２回

（１）開催時期

令和元年１０月下旬～

（２）主な議題

・ 現地調査（２組織を調査）

テーマ：外来種駆除、田んぼダム、組織の広域化、事務局体制づくり

生態系保全、伝統的農法の保全、農村文化の伝承、

景観形成活動 等より選定

・ 現地調査実績

平成２３年度 渡島総合振興局、檜山振興局、宗谷総合振興局、オホーツク総合振興局

平成２４年度 なし

平成２５年度 空知総合振興局

平成２６年度 上川総合振興局、留萌振興局

平成２７年度 後志総合振興局

平成２８年度 根室振興局

平成２９年度 胆振総合振興局、日高振興局

平成３０年度 十勝総合振興局、釧路総合振興局

・ 候補地の選考

渡島・檜山振興局管内での現地調査を予定。

○ 令和元年度 第３回

（１）開催時期

令和２年２月

（２）主な議題

・ 令和元年度第２回検討会現地調査報告について

・ 令和元年度多面的機能支払交付金の実施状況について

・ 令和２年度多面的機能支払交付金の実施計画について

・ その他
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